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報

う
　
松
代
町
議
会
三
月
定
例
会
は

三
月
九
日
に
招
集
さ
れ
、
三
日

間
の
日
程
を
終
え
て
三
月
十
二

日
閉
会
し
ま
し
た
。
こ
の
定
例

会
に
付
議
さ
れ
た
事
件
数
は
、

・
町
長
の
提
出
議
案
三
十
四
件

・
委
員
等
の
選
任
　
　
　
二
件

・
委
員
会
報
告
　
　
　
　
一
件

で
合
計
三
十
七
件
で
し
た
。
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変貌する町と建設の期待を画き

46年度新予算を議決
松代町総合計画基本構想など議定

一
補
正
予
算
等
十
五
議
案

を
可
決

・
第
一
日
　
三
月
九
日

　
午
前
十
時
　
小
堺
盛
一
議
長

開
会
を
宣
告
、
会
議
録
署
名
議

員
に
、
関
谷
慶
三
郎
、
井
上
誠

の
各
議
員
を
指
名
、
会
期
を
三

月
十
二
日
ま
で
の
四
日
前
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
つ
い
で
会

期
中
の
日
程
を
報
告
、
議
事
に

入
り
、
松
代
町
中
学
校
統
合
促

進
特
別
委
員
会
の
委
員
長
報
告

を
承
認
、
昭
和
四
十
五
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会

計
国
民
健
康
保
険
補
正
予
算
並

に
災
害
復
旧
事
業
負
担
金
の
減

免
に
つ
い
て
の
三
議
案
を
一
括

上
程
、
提
案
理
由
の
説
明
の
あ

と
質
疑
応
答
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決
、
町
教
育
委

員
会
委
員
、
柳
徳
雄
の
辞
職
に

よ
り
、
後
任
者
と
し
て
、
山
岸

印刷　松代印刷

正
平
（
蒲
生
）
を
選
任
同
意
、
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
牧
田
栄

一
任
期
満
了
に
よ
り
後
任
に
石

野
勇
（
木
和
田
原
）
を
選
任
同

意
次
い
で
議
第
五
号
「
新
潟
県

交
通
災
害
共
済
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
加

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
」

上
程
、
こ
の
交
通
災
害
共
済
組

合
は
、
県
下
の
各
市
町
村
が
任

意
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
て

現
在
ま
で
十
七
市
四
十
八
町
四

十
一
村
が
加
入
し
て
い
る
。
こ

の
た
び
新
井
市
が
新
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
そ
の
増
加

の
提
案
で
あ
る
。

・
議
第
六
号
　
松
代
町
職
員
の

特
種
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
。

　
特
種
作
業
機
械
と
し
て
近
く

モ
ー
タ
ー
グ
レ
ー
ダ
ー
一
台
新

規
備
付
と
な
る
の
で
、
建
設
機

械
と
し
て
一
括
名
称
の
統
一
を

し
た
も
の
で
、
特
種
勤
務
手
当

額
の
改
正
で
は
な
い
。

・
議
第
七
号
「
町
道
の
廃
止
及

び
変
更
認
定
に
つ
い
て
」

　
町
道
千
年
・
大
荒
戸
線
。
蓬

平
・
仙
納
線
。
儀
明
・
小
池
・
田

野
倉
線
が
各
々
道
路
総
延
長
及

び
幅
員
の
増
減
。
苧
島
橋
の
橋

長
、
巾
員
、
面
積
の
増
減
、
樋

ケ
沢
橋
、
二
瀬
川
橋
、
兎
田
橋

蓬
平
出
合
橋
の
各
橋
が
延
長
、

面
積
等
道
路
延
長
面
積
に
加
え

’
ら
れ
た
た
め
廃
止
と
な
っ
た
。

。
議
第
八
号
　
分
校
の
廃
止
に

つ
い
て
◎

。
議
第
九
号
　
松
代
町
立
学
校

設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
。
　
本
年
三
月
三
十
一
日
を
以
て

松
代
小
学
校
池
尻
分
校
を
廃
止

し
、
児
童
は
松
代
小
学
校
本
校

に
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
議
第
十
号
　
松
代
町
民
プ
！

ル
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
。

　
本
年
度
、
町
民
プ
ー
ル
第
二

号
を
、
大
字
室
野
（
室
野
小
学

校
の
附
近
）
に
設
置
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

・
議
第
十
一
号
　
東
頸
城
郡
ご

み
処
理
施
設
組
合
の
設
立
に
つ

い
て
。

　
こ
の
た
び
本
郡
の
松
之
山
町

を
除
く
五
力
町
村
が
ご
み
処
理

組
合
を
本
年
度
中
に
、
大
島
村

地
内
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
そ
の
組
合
の
設
立
と
加

入
に
つ
い
て
の
議
案
で
あ
っ
て

詳
し
い
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

組
合
議
会
の
審
議
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
が
、
本
郡
の
生
活
環

境
衛
生
の
見
地
か
ら
喜
ば
し
い

こ
と
と
思
わ
れ
る
Q

・
議
第
十
二
号
　
組
合
議
会
議

員
の
選
挙
に
つ
い
て
。

　
東
頸
城
ご
み
処
理
組
合
の
議

会
の
議
員
の
選
挙
で
あ
っ
て
、

加
入
各
町
村
か
ら
町
村
長
の
他

一
名
を
議
会
議
員
の
う
ち
か
ら

選
挙
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
小
堺

盛
一
議
員
に
決
定
さ
れ
た
。

・
議
第
十
三
号
　
松
代
町
総
合

計
画
基
本
構
想
の
議
決
に
つ
い

て
Q
　
市
町
村
は
、
そ
の
事
務
を
処

理
す
る
に
当
っ
て
は
、
議
会
の

議
決
を
経
て
そ
の
地
域
に
お
け

る
総
合
的
か
っ
計
画
的
な
行
政

の
運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構

想
を
定
め
、
こ
れ
に
即
し
て
行

う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
自
治
法
の
定
め
に
基

き
、
松
代
町
長
は
昨
年
五
月
、

町
総
合
計
画
審
議
会
に
諮
間
さ

れ
、
同
審
議
会
は
数
回
に
わ
た

り
委
員
会
を
開
催
の
上
、
研
究

討
議
の
結
果
基
本
構
想
の
案
を

策
定
、
本
年
二
月
に
町
長
に
答

申
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
今
回

町
議
会
の
議
を
経
た
も
の
で
あ

る
。
　
　
　
（
概
要
は
別
掲
）

・
議
第
十
四
号
　
米
生
産
調
整

推
進
協
議
会
設
置
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
。

　
国
の
施
策
に
よ
る
米
の
生
産

調
整
に
対
し
て
、
町
の
生
産
調

整
を
円
滑
に
適
正
に
実
施
す
る

た
め
に
こ
の
よ
う
に
協
議
会
を

設
置
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
数
は
二
〇
名
と
す
る
。

。
議
第
三
〇
号
　
災
害
復
旧
事

業
負
担
金
の
減
免
に
つ
い
て
。

災
害
復
旧
事
業
の
負
担
金
を
町

営
土
地
改
良
事
業
の
経
費
の
賦

果
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
規
定

に
よ
っ
て
天
災
そ
の
他
特
別
の

事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
町

議
会
の
議
決
を
経
て
賦
課
の
徴

収
ち
延
期
し
又
賦
課
を
免
除
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
例
第

二
条
三
項
を
除
き
）
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
昭
和
四
三

年
発
生
災
害
、
四
四
年
災
害
に

対
し
て
そ
の
工
事
負
担
金
を
減

免
す
る
と
い
う
議
決
で
あ
る
。

・
議
第
十
五
号
　
松
代
町
議
会

の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
。
他
二
十
一
件
の
議

案
を
一
括
上
程
と
な
り
松
代
町

長
よ
り
新
年
度
予
算
編
成
方
針

の
説
明
へ
別
掲
）
が
行
わ
れ
た

次
い
で
二
十
一
件
の
議
案
の
提

案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
午
後

四
時
三
〇
分
散
会
し
た
。

（
出
席
議
員
二
十
二
名
）

・
第
二
日
　
三
月
十
日

　
午
前
九
時
五
分
再
開
　
議
長

よ
り
一
般
質
問
を
行
う
旨
宣
告

若
井
忠
蔵
議
員
他
六
人
の
議
員

か
ら
一
般
質
間
が
行
わ
れ
午
後

四
時
散
会
し
た
（
出
席
議
員
二

十
二
名
）

・
第
三
日
　
三
月
十
幽
日

　
午
前
九
時
再
開
　
新
年
度
予

算
に
関
連
す
る
議
第
十
五
号
案

か
ら
議
第
三
十
一
号
、
議
第
三

十
六
号
ま
で
十
七
件
に
つ
い
て

質
疑
が
行
わ
れ
、
午
前
九
時
三

十
分
よ
り
午
後
四
時
ま
で
全
員

協
議
会
を
開
会
し
、
当
初
予
算

に
つ
い
て
細
部
的
質
疑
が
行
わ

れ
、
次
い
で
、
本
会
を
再
開
し

新
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び
特

別
会
計
予
算
等
二
十
一
件
を
一

括
審
議
の
結
果
、
可
決
確
定
し

た
。
午
後
三
時
三
十
分
閉
会
。

　
（
出
席
議
員
二
十
二
名
）
　
　
戸
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町
長
・
新
年
度
予
算
編
成
方
針

税
外
負
担
の
解
消
と

過
疎
対
策
事
業
の
推
進

　
三
月
定
例
議
会
第
一
日
目
に

お
い
て
、
秋
山
町
長
は
、
新
年

度
予
算
編
成
方
針
を
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
度
予
算
編
成

に
当
り
基
本
的
な
考
え
を
簡
単

に
申
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
　
ご
案
内
の
よ
う
に
当
町
は
近

年
過
疎
現
象
が
一
段
と
厳
し
い

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て

こ
れ
が
対
策
に
重
点
的
優
先
し

て
取
組
ん
で
あ
り
ま
す
。
更
に

ま
た
町
の
長
期
展
望
に
立
っ
て

総
合
計
画
を
審
議
会
に
お
願
い

い
た
し
て
お
り
ま
し
た
処
本
年

二
月
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
こ
れ
ら
基
本
構
想
を
根
幹

に
総
合
計
画
を
尊
重
い
た
し
、

こ
れ
に
基
き
本
年
度
予
算
を
編

成
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
四
六
年
度
一
般
会
計
予

算
等
は
、
五
億
四
千
五
百
万
円

で
、
財
政
規
模
は
前
年
度
当
初

予
算
よ
り
一
億
五
百
万
円
、
二

三
・
八
六
％
の
増
加
と
な
り
、

特
別
事
業
費
の
総
合
セ
ン
タ
！

建
設
費
五
千
七
三
七
万
円
を
差

引
く
と
増
加
額
は
四
千
七
六
三

万
円
、
一
〇
・
八
二
％
で
あ
っ

て
前
年
度
予
算
の
増
加
率
を
下

廻
る
状
態
と
な
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
予
算
の
合
計
額
は

一
億
九
千
九
百
九
十
五
万
七
千

円
に
し
て
、
前
年
度
予
算
よ
り

機
械
施
設
特
別
会
計
の
一
般
会

計
に
統
合
等
に
よ
り
、
一
千
四

百
七
十
九
万
六
千
円
の
増
加
で

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
医

療
給
付
費
二
千
四
十
一
万
四
千

円
増
の
外
は
殆
ん
ど
大
差
は
あ

り
ま
せ
ん
。

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
合

計
額
は
七
億
四
千
四
百
九
十
五

万
七
千
円
で
前
年
度
予
算
に
比

し
て
一
億
一
千
九
百
七
十
九
万

六
千
円
、
一
九
・
一
六
％
の
増

加
と
な
り
、
そ
の
主
要
な
事
業

は
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
。一
、
税
外
負
担
の
軽
減

　
米
の
減
反
、
過
疎
の
現
状
に

対
処
し
て
、
住
民
負
担
の
軽
減

を
図
る
、
べ
く
昭
和
四
四
年
、
四

五
年
度
の
税
並
び
に
税
外
負
担

の
軽
減
額
二
千
三
百
万
円
に
続

い
て
、
本
年
度
は
町
道
の
新
設

改
良
費
及
び
用
地
費
、
そ
の
他

の
税
外
負
担
金
等
一
千
四
百
万

円
を
軽
減
レ
、
概
ね
税
外
負
担

の
解
消
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

二
、
農
地
並
び
に
農
業
用
施
設

　
の
災
害
復
旧
工
事
の
完
成

　
昭
和
四
三
年
、
四
四
年
災
害

の
復
旧
に
つ
き
、
昭
和
四
五
年

度
予
算
に
お
い
て
三
千
五
百
万

円
を
計
上
し
て
実
施
を
図
っ
た

が
、
本
年
度
は
更
に
三
千
八
百

万
円
を
計
上
し
て
復
旧
工
事
の

完
成
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

三
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設

　
過
疎
対
策
の
計
画
に
基
づ
い

て
、
松
代
に
総
合
セ
ソ
タ
！
の

建
設
を
計
画
し
予
算
五
千
七
百

三
十
七
万
円
を
計
上
し
て
老
人

青
年
、
婦
人
等
各
層
の
集
会
施

設
を
完
備
し
、
生
活
の
向
上
を

図
り
流
動
激
し
い
「
核
」
づ
く

り
と
し
て
、
町
づ
く
り
に
必
要

な
施
設
を
整
備
し
、
地
域
住
民

意
識
の
昂
揚
を
図
り
、
悩
め
る

農
山
村
に
明
る
い
灯
を
と
も
す

べ
く
町
の
建
設
に
寄
与
す
る
こ

と
を
計
画
す
る
。

四
、
松
代
－
松
之
山
線
（
松
代

　
～
小
屋
丸
～
松
之
山
～
浦
田

　
）
辺
地
道
路
の
新
設
改
良
工

　
事
の
推
進
。

　
特
に
交
通
に
恵
れ
な
い
松
代

南
部
地
区
、
山
平
地
区
巡
環
線

犬
伏
－
海
老
の
通
学
道
路
等
を

優
先
す
る
と
と
も
に
県
の
代
行

橋
梁
工
事
に
関
連
す
る
松
代
－

松
之
山
線
の
改
良
を
重
点
と
し

て
計
画
し
た
。

五
、
農
道
開
設
の
推
進

　
農
業
経
営
の
改
善
上
特
に
重

要
な
農
道
の
開
設
事
業
の
推
進

を
図
る
た
め
、
国
、
県
補
助
農

道
開
設
費
四
千
六
百
万
円
、
町

単
農
道
助
成
費
一
千
万
円
、
計

五
千
六
百
万
円
を
計
上
し
て
実

施
す
る
こ
と
に
し
た
。

六
、
教
育
施
設
の
整
備

　
町
民
ブ
ー
ル
の
建
設
、
総
合

グ
ラ
ン
ド
の
造
成
、
教
員
住
宅

の
新
築
、
学
校
用
地
の
買
収
等

を
計
画
し
て
教
育
施
設
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
し
た
。

七
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
推

　
進
と
老
人
医
療
対
策
の
実
施

　
医
療
費
の
増
大
に
対
処
し
て

一
般
会
計
よ
り
繰
入
金
の
増
額

並
び
に
保
険
税
の
強
化
を
図
り

医
療
財
政
の
健
全
性
を
計
画
す

る
ほ
か
老
人
医
療
対
策
の
充
実

の
た
め
八
○
才
以
上
の
老
人
の

方
に
対
し
て
は
十
割
給
付
と
し

ま
た
寝
た
き
り
の
老
人
の
医
療

に
つ
い
て
も
県
の
施
策
に
基
き

予
算
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る

八
、
消
防
施
設
の
充
実

　
消
防
自
動
車
、
小
型
ポ
ン
プ

の
購
入
、
防
火
水
槽
、
器
具
置

場
等
の
整
備
を
年
次
計
画
に
基

づ
き
計
上
し
た
。

九
、
雪
中
の
交
通
対
策

　
雪
上
車
の
増
設
及
び
除
雪
、

圧
雪
作
業
の
拡
大
を
図
る
た
め

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
等
の
運
営
強
化

を
計
画
し
、
従
来
の
独
立
採
算

制
の
建
設
機
械
特
別
会
計
を
廃

止
し
、
一
般
会
計
に
統
合
し
事

業
の
強
化
を
図
り
、
過
疎
対
策

の
一
環
と
し
て
、
冬
期
交
通
ス

テ
ー
シ
ヨ
ン
の
設
置
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
。

十
、
事
務
の
簡
素
合
理
化

　
事
務
量
の
増
大
に
対
処
し
、

事
務
の
合
理
化
を
図
り
、
事
務

職
員
の
増
員
は
極
力
避
け
、
新

規
増
員
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
直

接
関
係
の
あ
る
湿
地
用
ブ
ル
ド

ー
ザ
i
運
転
手
二
名
、
マ
イ
ク

・
バ
ス
等
の
運
転
手
一
名
、
学

校
給
食
の
栄
養
士
一
名
、
総
合

セ
ン
タ
ー
職
員
一
名
、
計
五
名

の
増
員
に
と
ど
め
た
。

　
予
算
総
額
に
対
す
る
人
件
費

の
構
成
比
は
、
一
九
・
二
〇
％

（
昭
和
四
五
年
一
八
・
五
四
％

）
財
務
統
計
に
よ
る
投
資
的
経

費
は
二
億
六
千
百
五
十
二
万
六

千
円
、
予
算
総
額
に
対
す
る
構

成
比
は
四
七
・
九
九
％
（
昭
和

四
五
年
二
億
一
千
三
十
四
万
二

千
円
、
四
七
・
八
一
％
）
と
な

　
、
り

度
と
殆
ん
ど
変
ら
な
い
わ
け
で

あ
り
ま
す
。

　
以
上
新
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
り
私
の
考
え
に
つ
い
て
大
要

を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
過
疎

対
策
事
業
を
強
力
に
推
進
し
、

遅
れ
て
い
る
こ
の
山
間
松
代
町

を
一
年
で
も
早
く
先
進
地
に
追

い
つ
く
べ
く
日
夜
腐
心
し
て
い

ゐ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、

町
の
総
合
計
画
の
も
と
に
、
住

民
み
な
さ
ん
の
要
望
を
建
設
的

に
承
り
ま
し
て
努
力
湛
進
い
た

し
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
新
年
度
予
算
を
軸
と
し
て

各
種
議
案
の
ご
審
議
の
程
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

財
政
構
造
の
実
態
は
前
年

ロ
の
ド
ゆ
の
リ
ド
び
ゅ
　
ゴ
ゆ
ひ
ド
の
の
ト
ジ
ゆ
ニ
ノ
ゆ
ゆ
ロ
ゴ
の
ゆ
ド
ち
け
ら
り
ち
り
ぐ
ニ
の
ロ
ド
ゆ
ゆ
ず
ニ
ゆ
け
ド
ゆ
ゆ
じ
ド
ゆ
の
ド
　
　

中
学
校
統
合
特
別
委
員
会
報
告

・
ゆ
．
り
◎
。
・
φ
－
亀
2
・
：
◎
＝
。
9
“
㌔
9
亀
働
；
一
．
噂
♪
の
9
鞠
働
：
φ
．
吻
♪
φ
ρ
ら
・
：
・
．
働
・
．
ρ
一
．
◎
：
σ
一
も
♪
㌧
D
．
2
ゆ
：
鮨
；
・
．
匂
3

　
　
”
統
合
校
舎
位
置
は

　
　
　
大
字
松
代
地
内
に
”

　
松
代
町
中
学
校
統
合
特
別
委

員
会
は
、
昨
年
十
一
月
よ
り
数

回
委
員
会
を
開
き
、
審
議
の
結

果
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
、
三

月
定
例
議
会
に
報
告
し
承
認
を

得
た
。

　
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
道

路
行
政
、
教
育
行
政
に
つ
・
き
町

当
局
、
教
育
長
の
意
見
を
聞
き

そ
れ
に
基
い
て
委
員
一
同
慎
重

審
議
の
結
果
、
国
、
県
道
並
び

に
町
の
主
要
道
路
の
整
備
が
先

決
で
あ
る
が
こ
れ
が
整
備
の
目

途
が
昭
和
四
八
年
に
つ
く
の
で

そ
の
後
ニ
カ
年
位
を
統
合
準
備

期
間
と
し
、
昭
和
五
一
年
を
め

ど
と
し
て
統
合
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
。
場
所
に
つ
い
て
は

教
員
の
確
保
、
学
校
給
食
、
寄

宿
舎
等
の
資
材
の
調
達
等
々
の

面
か
ら
考
え
る
と
き
に
大
字
松

代
地
内
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
が
結
論
で
あ
る
が
、
何

分
に
も
距
離
的
に
遠
隔
の
生
徒

が
多
い
の
で
、
車
等
の
利
用
に

よ
り
、
通
学
時
間
の
短
縮
を
図

り
、
寄
宿
生
を
最
少
限
に
と
ど

め
る
よ
う
望
み
た
い
。



　　沼和46年変松代町一般会計，特別会鉢ゴマ算

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
摩和盤瑠　　｝備． 、一一．一｝一、、．．｝．…、一煮．．一．．．

　　　1【経費】㎜㎜』　　　　　　　＿

545・000i主管予算額千円BIJ年度比千円摘要　　　　　　1・総　務　課　187，665　　68，724……総合センター建設費、消防施設費、雪上車・マイ

　　　　　　　　　　　　　ク・バス・ジープ購入費、公営住宅用地買収費
　　　2・産　業　課　119，800　　2，138……農道開設費、農地・農業用施設災害復旧費
　　　13・建　設　課　91，801　　8，318……道路維持費、道路新設改良費、土木災害復旧費

　　　i4。社会課56・08315・125’“”纏雷塞鰻危険物●ゴミ処理施繍国保会
　　　15・教育委員会　89，651　　10，695・一・教員住宅建築費、プール・総合グラソド建設費、一

　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校用地買収費
　　　1．帽一一一一、、、．計．一＿．獲2鎚．、．195，ρqg＿．、、、、．＿、、．．．．．．、、．．．、．．．．、、＿．．＿＿、．．、＿．．

　　　i【哩目予顯干，，前年度比千．　摘　　　要
　　　！1・市町村税　38・447　　4・919……11％増
　　　2・地方交付税　260，000　　30，000……13％増
　　　i3・国庫支出金　　19，525　△3，324……民生費、教育費、災害復旧費等
　　　i4・県支出金　　75，780　△11・697……災害復旧費、農道開発費等
　　　5・繰　入　金　　55，000　　35，000……税外負担軽減　14，076
　　　　　　　　　　　　　総合センター建設費及び過疎対策費等　40，924
　　　6・町　　　債　　58，900　　37，400……過疎債25，000、辺地債10，000、教育債8，700、

　　　 　　　　　　　 　　　　 　　農林債14，000、災害復旧債1，200
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7
Ω
り

　　　　　　’一じ　　　』て経費】『

◎畢暴顯難1156・728i，．覆険給得費舌籠桶矯鞭療養給付費筑，，，，，勒産費，。曝祭費、，。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育児手当162、その他843
　　　　　　　　　　　　　2・総　務　費　　5，075　　　660……職員4名給与費、その他事務費
　　　　　　　　　　　 3・保健施設費　　3・072　　　505……保健婦2名給与費、その他
　　　　　　　　　　　　　4・諸支出金　　7，493　　1，479……直診事業繰出3，000、予備費4，000、その他493
　　　　　　　　　　　　i　そ　の　他
　　　　　　　i　　　l＿一、、．、．、計．．．．、＿距う三79旦＿、～§29墾＿．＿、、、．＿一＿．、一、＿一．、．、．＿、、．＿＿．＿

予算額千円前年度比千円摘要34，011　　5，082……世帯数1，790世帯
　　　　　　　　　　一世帯当19，000円　　3，000円増徴
39，986　　6，330・一療養給付費138，732，406円×28．75％
70，861　12，571……療養給付費53，335、調整交付金13，348
　　　　　　　　　　事務費その他4，178
8，697　△　　991……一般会計繰入3，697、基金繰入5，000
3，173　　　66……繰越金その他

　
　
康
税
金
金

目
健
担
出

　
　
　
険
負
支

　
　
民
部
庫

測
科
掴
保
函

…
側
1
2
3 」・円塀又川立　　‘）ラuuム 1乙，ノ｛乙　　　原賞和脚貝　ノノ，ノノノ、　ゆ同霊父1」霊　玉ノ，ノ■Q

　　　事務費その他4，178
4．繰　入　金　　8，697　△ 991……一般会計繰入3，697、基金繰入5，000
5。そ　の　他　　3，173 66……繰越金その他
計　　　　156，728 23，058

経費】

科　　目 予算額千円前年度比千円　　　　摘　　　　　　　　　要
1．総務　費　　9，017 1，352……医師外4名給与費、需用費、その他
2．医　業　費　　8，680 1，800……医薬品・衛生材料費8，520、医療器具材料費150
3。施設整備費　　1，383 132一・・建物営繕費445、小型ジープ購入費500
そ　の　他 予備費438
計　　　19，080 3，284

－　　　r　　一　　一　　一　　一　　鴫　　　一一　　一　　　一　　　一　　　一　　　幅　　　暉　　　一　　r　　一　　一　　r　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　曽　　一　　r　　　一　　一　　r　　目　　凹　　一　　　一　　一　　　一　　　－　　一　　　『　　“　　一　　酎　　一　　　一　　　一■　　“　　　一　　　一　　一　　　一　　一　　一　　一　　　鴨　　　嗣　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　』　　一　　　輔　　r　　一　　一　　一　　rr　　一　　一　　r　　醐　　醐　　一　　一一　　一　　一　　　｝　　r　　　一　　闘　　煎　　嗣

財源】

科　　目 予算額干円前年度比千円　　　　摘　　　　　　　　　要
1・診療収入　　15，600 2，688……国保診療収入9，858千円、社会保険診療収入5，513

千円、その他229千円
2．繰　入　金　　3，000， 520……国庫補助引当1，250千円、事業勘定繰入1，250千円

一般会計繰入500千円
3．国県補助金　　　480 76……国県補助金330千円
そ　の　他 繰越金その他150千円
計　　　19，080 3，284

科　　目 予算額千円前年度比千円

L農作物共済　10，465 704……1句当り共済金額100円
勘　　　定 1反歩当り共済金額（収穫皆無）28，000円

水稲引受戸数1，720戸　水稲引受反別95。000a
2．蚕繭共済　　　430 △　63……1箱当共済掛金　春363円・夏秋400円
勘　　　定 1箱当共済金（皆無）春16・000円・夏秋14，000円

掃立戸数270戸　　掃立箱数380箱
3．家畜共済　　2，181 △158……引受頭数530頭　1頭当平均10万円共済掛1，267円
勘　　　定 1頭当支払共済金｛鵜鞠編晶

4．業務勘定　　7，158 896

【経費】　職員5名給与費5，622千円　　【財源】　国庫交付金　　4・850千円
その他の業務費1，536　　　　　　　　賦　課　金　　1，064
計　　　7，158　　　　　　　　一般会計繰入金　800

そ　の　他　　　444
計　　　　7，158

　　　　「H　一 【

◎繍麟19姻

【

◎一般会計

◎欝欝瞥葬20・234

（3）



（4）　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

㎜
　
　
　
　
㎜

｝
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
ぬ

［
　
　
　
　
　
　
　
『

㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
『

｝
　
　
　
　
　
　
　
一

｝
　
　
　
　
〔

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
…

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
　
　
　
　
一

一
　
　
　
一

　
　
　
　
一

　
　
　
　
皿

　
　
　
　
一

噸
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
ロ

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
一

｝
　
　
㎜

一
　
　
　
　
　
　
　
輔

　
　
　
　
一

　
円
　
　
　
・

　
　
　
　
ロ

ア
千
　
一

〔
　
7
0
8
吼

、
乱
9
3
8
剛

　
Q
ノ
∩
∠
1
0
哺

；
鋤
，
　
，
　
回

一
　
，
レ
ー
↓
－
　
　
　
一

　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
一

　
費
　
　
一

　
持
　
　
一

　
維
　
　
一

　
設
　
　
一

　
　
　
　
り

　
施
　
　
一

　
道
　
　
一

　
水
　
　
一

　
び
　
　
一

　
並
　
　
一

　
費
金
他

纈
轟

堵
積
嚢

　
　
　
　
ロ

貞
却
債

2，930千円
　　985

㌧
職
償
塗
測
衛
繰

｝
経
1
2
3
財
1
2

　
　
　
　
甲
【

、
1
5

　
3
　
3

　　　「1。衛生使用料
　　　2．繰越金その他
　　　【一般会計に統合】

　　ザマヨ
744，957　i

◎馨易欝轡

◎翼麟難
　合　　　計

昭和46年度松代町一般会計新規主要経費予算額
（単位：千円）

ぐ総　務　課レ

　　　　　　　　　　　ー

2．町単農道助成110，000
r

・14線開設費70％助成

　項　　目

1・特別職並び一
般職給与費

　　2・農山村総合セ
　ンター建設費

予算額i　備
3・農地災害復旧i10，834
費

。昭和44年災害復旧費
苧島、清水、桐山、田代地区　　　　　　　一

一

考
＿『99・656iO輩罐錨梨撃曇聯，，キ円

　　　　　　　　　89，999千円
　　　　　　　　　｝　　　　　一　　　一

・昭和44年災害復旧費
清水、桐山地区

工馨翻舞設災 27・875

　5』たばこ耕作助「一346
成費　　　　　　、．．．

｛
6
．養蚕奨励費1　1，287

・耕作組合補助100千円
育苗施設補助120千円等

57，370

・常勤特　職及び一般職94名

・前年度．、 一増32・339千円

・ 鉄筋コンクリート3階建
6間×15間×3階・＝270坪

　　　外非常階段等付属建物

・県単桑園造成費　　800千円
・小規模桑園造成費　120千円
・壮蚕飼育施設補助　150千円等

3．消防施設整備

費
　

　8，800
。防火水槽4ケ所3，400千円
・消防自動車ポンプ1台、
小型動力ポンプ1台　3，500千円
・消防水路、器具置場補助金等
　　　　　　　1，900千円

7．養鯉奨励賞

1』

　　250
L、＿　、

　　300

一
・
越
冬 池施設費補助　150千円
・共販施設費補助　　　50千円等

・出織奨励費助成8・出織施設費助1

成費　　　 l
　　　　　l　

一
一
9
濃
業
構 造改善
事業費

　　－　　一　　一　　』　一　　　皿　　　　山

1，571
・壮蚕飼育所（蒲生）補助1，026千円
・共同稚蚕飼育所建設費利子補給
　　　　　　　420千円等

4雪上車整備費 700・既設2台、新設1台　計3台
。1台購入費5．マイクロバス

、購入費
1，500 計　　1 99，721

1，350 ・既設3台、新設1台、計4台
　　　　　　　　　－　　　　　　　　一

〈建　設　課レ

1，064，835円
1．道路線讃

2●轟路新設改良1

項　　目　1予算額、　　備 考

6冴一プ更新費

7．公営住宅宅地

購入費

8．参議院等選挙
費

3，931

3，613

・宮沢入住宅236坪63、

・釜田住宅286坪6、2，866千円
　（借地84坪61）

　　　　　　　一　

12・7358纂藷金　、，lll千円’

　　・砂利等原材料費　10，070・参議院議員選挙費1，410千円
・県議会議員選挙費1，100
・町議会議員選挙費1，103

・創…嘱羅羅聡｛茎4糊・

　　　（太平・菅刈）　　　3，000千円
　　1・道路局部改良、修繕費
　　　（滝沢外8ケ所）　　9，700千円

9．大学奨学金 1，500
・旧条例適用分900千円
・新条例適用分600

計 178，420

　　　　　　ぐ社　会　課レ
　　　　　　　　　　　　　　　ー　一　｝　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　項　　目　1予算額、1　　備　　　　　　　　考』
1・難保育磯2・77・…○灘趨萬撃害勢L雑撃

、3雛木災害 L23011灘欝繍灘
　　原材料費200千円
　　その他諸費380千円

2膿　i 島41g灘叢雛輩繍管異．4．補助土木災害復旧費　　4・651喉鷲鯵響旧費（魏、霜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　一　　一協釜鮮4000…O灘鷺諾驚ll8　
　　　　き　　　　　　　起　　債　　33・000
　　　　　　　　　　一般財源　13，120

轡機械運営… 1亀960…i繋播編6名）1：lll千円

　　 ・機械借上費　　　　2，372
　　i・機械保険料その他　　1，026

6．住宅管理費
　↑，36gr・土台替（重戸）11⊆事費　570千円

　　　　　1　　　・一般管理費（電話維持費等）
　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　799千円
　　　　　一＿＿＿＿＿＿

「一　　　　一　 ＿一　＿ 　 ＿　 　　 　 『＿　 　＿＿＿ 　T＿ ＿
　　　　　［ 　　　　　　　　　　　　　 ＿＿－＿＿一＿　．一＿一＿＿　＿＿＿

．』＿＿

　　計一　　76，645

750。遊具等施設費150千円・5ケ所分
　1

一』　　一一＿＿　　一 一＿　　『1』

4・児童遊園地整

備費　　 ．i

鞭l

　　　　l
　1・老人クラブ助成費　　720千円
　i・老人家庭奉仕員賃金旅費364〃
　1・老人健康診査委託料　860〃

〈教育委員会レ

i予算額項　　目　　　　　　　備　　　　　　　　考

8，070　o松代中学校巻員住宅37坪建聾費
　　・峠小学校教貝庄宅36・5坪嬉設費

1・教員住宅建設i

費　　　　1
2・眠プーノ剣
設費　　　　i
3総合グラソドi
建設費　　　i
4・善校用地即

－
6
騨

計繰出i 纏羅辮嚢騨響円
　15，073…・室野地内プール建設費

「諾面 禰地賀収費枷坪　鋤千円
　　　・整地用機械借上費等　501

言十　　　　　　1　16，744i 2・5叫驕鑛篇毘灘ll辮発奪
ぐ産　業　課》 5．学校営繕工事 1 3，762留1難営騨1；lll千円

項　　目 ’予算額1 備　　　　　　考
6．学校教材費 6・了75，諜灘教騨罐1千円1●難蓉難馨 4L258ii灘欝灘lilll千円

　　i・南部線測量委託料　　1・180
　　計 36．586：

合　　　計 408，116

　　　考
389名
等9，657千円
一般職94名
　　89，999千円

，339千円
ト3階建
一270坪

階段等付属建物

務課レぐ総

葺□』予篁郵』
　　1　　　　・Ol
とび一199，656i　i

　
職
手
及
　
増

リ
3
非

鯉
隅
比
轍
外

　
勤
並
特
　
度
、
コ
ー

繍
働
麹
難

　
L
当
び
　
22
一
階
常

　
…
　
一
　　

～
備
一

　
｝

　
　
　
、
b
　
　
O

項目
1・特別職並び
般職給与費

57，370…○2・農山村総合セ
ンター建設費

う蕩防噺i伽磯醗羅耀笥，，千円

　　　　　　　l　　　i・消防水路、器具置場補助金等
　　　　　　　1　　＝　　　　　　1，900千円
鱈騨輪劃コ00厩設臨薪設f台覇

1，5001。1台購入費

東繍1・350厩設3台・一新設1創謳台
宅宅地1　3，931、・宮沢入住宅236坪63、∩医五砥

　　1，064，835円

2，866千円

スバロク
費
プ

㎜
イ
入
」

マ
購
ジ

5
　
　
　
Z
O

・釜田住宅286坪6、
　（借地84坪61）

住
費
営
入
公
購

乳

13匿灘灘蓬難1；ll8千円
　i．．・町議会議鼻選挙費4・1q3

3，613
　　　　秦　　　選
　　等　院議8．参
費

1，5・・ll縣雛聯88袖　　　　　9．大学奨学金

課レ会ぐ社

造改
等
　
　
理

　
　
管

論
灘

1　備
σ・3間×5間遊麟室増築・
　及び用地内フロツクエ

目　1予算額

2，77
保育所建

5蓮搬道路改修並び捨場施殼
費等　　　　1，019千円
・運搬車購丞費　　1，400千円

　　　 一「る

2，419、物処理場
費

業費
47，920千円
　　4，500

33，000

13，120

4，666i・郡ごみ処理施設事

　 項㎜一

1．蒲生

　築費

2．危険

　建設

国県補助金
起　　債
一般財源

財源

3．ゴミ処理場
　設負担金

750”δ遊具等施設費150千円こ3ヲ所分

　i

　
円
円
円
”
”

費
千
費
千
費
千
4

療
0
0
療
研
町
2
0
3
6
6
0

医
3
医
8
％
7
費
8
『

5，1081580矛以王社保関係老入

4・児童遊園地整
備費

・66才以上ねたきり老人

医療費の20％県費、10
・老人クラブ助成費
・老人家庭奉仕員賃金旅
・老人健康診査委誕料。．

5・ねたきり老人

　並に社保80才
　以上医療費等
　老人対策費

3・697il灘纒会医療費2，lll千円

　　　i・直営診療所経営費　　500
16，744i

6．国保会計繰出
　金　　　　　i
　　　　　　　l
　　　計　　　1

欝業ぐ産

予算額1　　備　　　　　　　　考

4喋灘欝繍襲駕千円
　　　i・南部線測量委託料　　1・180

原一、目　1

1・補助農道開設

　費並び舗装費
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松
代
町
総
合
計
画
の

　
　
基
本
構
想
議

　
別
掲
の
と
お
り
三
月
定
例
議

会
に
お
い
て
町
総
合
計
画
審
議

会
の
答
申
に
基
き
、
町
の
基
本

構
想
案
を
議
会
の
議
決
を
経
る

た
め
提
案
さ
れ
た
。

　
な
お
議
会
に
提
案
さ
れ
た
も

の
は
、
基
本
構
想
の
審
議
で
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
町
の
総
合

計
画
の
必
要
性
と
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
は
町
と
し
て
は

次
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

L
　
行
政
の
多
種
多
様
化
に
よ

　
っ
て
、
市
町
村
と
い
う
行
政

　
機
関
の
本
来
的
な
意
義
が
忘

　
れ
ら
れ
、
と
か
く
枝
葉
未
端

　
の
間
題
に
と
ら
わ
れ
が
ち
な

　
傾
向
が
お
こ
る
危
険
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、
複
雑
多
様
な
行

　
政
を
ス
ム
：
ズ
に
、
し
か
も

　
効
果
的
に
執
行
す
る
た
め
に

　
は
、
そ
の
取
捨
選
択
、
進
め

　
方
等
に
つ
い
て
総
合
的
な
計

　
画
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
と
い
う
＞
」
と
。

乞
　
行
政
は
一
時
的
な
も
の
で

　
な
く
、
長
い
過
去
の
成
果
の

　
蓄
積
を
基
礎
と
し
て
、
将
来

　
に
わ
た
る
住
民
福
祉
を
考
え

　
て
持
続
的
、
長
期
的
に
こ
と

　
を
運
ぶ
た
め
に
、
単
に
管
理

　
的
、
保
全
的
な
行
政
で
な
く

　
新
し
い
建
設
的
、
創
造
的
な

　
行
政
な
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

決

　
な
い
の
で
、
長
期
的
な
計
画

　
性
の
あ
る
行
政
運
営
を
進
め

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

　
y
」
と
0

3
　
行
政
の
需
要
に
対
し
て
、

　
財
政
力
が
極
め
て
限
ら
れ
て

　
い
ま
す
。
こ
れ
が
た
め
に
財

　
政
投
資
の
有
効
適
切
な
配
分

　
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は

　
長
期
的
な
見
透
し
に
た
っ
た

　
計
画
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
こ
と
Q

　
基
本
構
想
の
内
容
は
、
そ
の

作
成
に
当
っ
て
は
、
ま
づ
現
実

の
間
題
点
を
提
起
し
ま
し
て
対

策
の
基
本
と
し
た
。
こ
の
中
で

と
ら
え
ま
し
た
点
を
要
約
し
ま

す
と
、

　
交
通
施
設
の
不
備

　
地
形
地
理
的
条
件
の
不
良

　
気
象
条
件
、
特
に
豪
雪

と
い
う
三
点
が
町
の
発
展
を
阻

害
し
て
き
た
最
大
の
障
害
で
あ

る
と
い
う
よ
う
に
認
識
い
た
し

ま
し
て
、
こ
れ
が
た
め
に
生
じ

た
現
象
が
過
疎
の
間
題
で
あ
り

そ
の
根
低
と
な
っ
た
の
，
が
生
産

基
盤
の
欠
如
、
都
市
的
機
能
の

低
位
性
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
青

少
年
層
の
離
町
と
な
り
、
人
口

構
造
の
老
令
化
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
認
識

に
立
っ
て
計
画
の
目
標
を
定
め

て
あ
り
ま
す
。

　
松
代
町
の
将
来
図
と
申
し
ま

す
が
、
未
来
像
の
設
定
に
当
，
っ

て
は
、
問
題
点
の
改
善
が
行
わ

れ
、
交
通
環
境
の
飛
躍
的
進
歩

が
な
さ
れ
る
も
の
と
い
う
前
提

に
立
っ
て
こ
れ
を
基
礎
と
し
て

想
定
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
申
し
ま
す
と
、
鉄

道
の
開
通
、
国
県
道
の
改
修
、
，

舗
装
、
道
路
無
雪
化
の
完
成
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
交
通
環
境
の

整
備
は
、
近
接
都
市
へ
の
通
勤

が
可
能
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、

青
少
年
層
定
着
の
た
め
の
条
件

の
一
つ
が
整
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
一
方
で
は
曲
、
辰
村
工
業

導
入
の
可
能
性
も
満
た
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

産
業
構
造
の
変
革
が
起
り
現
在

の
第
一
次
産
業
に
片
寄
り
す
ぎ

て
い
る
構
成
が
二
次
三
次
産
業

へ
移
動
し
て
、
住
民
所
得
の
上

昇
が
見
込
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
稲
作
中
心

の
農
業
を
継
統
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
協
業
、
協

同
経
営
、
技
術
革
新
、
機
械
化

の
方
向
で
、
生
産
性
の
向
上
と

生
産
コ
ス
ト
の
引
下
げ
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
同
時
に
、
畜
産

養
蚕
な
ど
の
振
興
を
す
す
め
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
学
校
統
合
、
医
療
な
ど
の
交

通
条
件
に
左
右
さ
れ
て
い
た
間

題
の
解
決
も
可
能
と
な
り
ま
す

の
で
、
町
の
前
途
に
明
る
い
見

透
し
が
た
つ
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
町
の
青
写
真
を
以
上
の
よ
う

に
画
き
ま
し
て
、
こ
れ
に
到
達

す
る
た
め
の
基
本
方
向
を
次
の

よ
う
に
策
定
し
て
あ
り
ま
す
。

L
　
人
口
の
規
模
及
び
労
仇
力

　
の
見
透
し
は
、

　
目
標
人
口
を
七
、
五
〇
〇
人
，

　
～
八
、
○
○
○
人
、
現
在
の

　
八
○
％

産
業
別
就
業
人
口

第
一
次
産
業

第
一
一
次
産
業

第
三
次
産
業

現
在
の
五
〇
％

二
、
○
○
○
人

現
在
の
一
一
四
〇

％
　
山
ハ
五
〇
人

現
在
の
一
四
〇

％
一
、
四
五
〇
人

乞
　
産
業
発
展
の
方
向
と
規
模

　
　
構
造

　
人
口
一
人
当
り
分
配
所
得
は

　
現
在
全
国
平
均
の
五
五
％
で

　
あ
り
ま
す
が
目
標
年
次
に
は

　
八
四
％
位
に
接
近
で
き
る
可

　
能
性
が
あ
る
。

よ
　
生
活
圏
の
設
定

　
町
を
五
つ
の
基
礎
集
落
圏
、

　
二
つ
の
一
次
生
活
圏
に
区
分

　
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
地
を

　
公
共
施
設
整
備
の
核
と
し
て

　
生
活
圏
の
ネ
ツ
ト
ワ
！
ク
を

　
形
成
す
る
こ
と
と
す
る
。

4
　
交
通
通
信
体
系
整
備
の
方

　
向
　
　
鉄
道
の
開
設
及
び
国
県
道

　
改
良
整
備
が
交
通
網
の
中
核

　
と
な
る
の
で
、
国
、
県
に
対

　
し
そ
の
促
進
方
を
要
請
す
る

　
と
ど
も
に
町
道
に
つ
い
て
も

　
冬
季
間
交
通
の
確
保
が
図
ら

　
れ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
改

　
良
を
進
、
め
為
も
の
と
す
る
。
、

3
　
住
民
生
活
の
将
来
像

　
生
治
水
準
の
上
昇
に
伴
な
う

　
住
民
の
学
習
意
欲
の
向
上
に

　
応
じ
、
学
校
統
合
社
会
教
育

　
施
設
の
充
実
を
図
り
な
が
ら

　
住
民
の
消
費
性
向
の
変
化
に

　
適
応
す
る
レ
ジ
ヤ
ー
の
場
を

　
提
供
す
る
ご
と
に
つ
と
め
、

　
か
つ
生
活
環
境
の
整
備
を
促

　
進
し
、
健
康
で
快
適
な
生
活

　
が
営
ま
れ
る
地
域
社
会
を
建

　
設
す
る
。

本
日
提
出
さ
れ
た
計
画
も
こ
の

よ
5
な
考
え
方
を
う
け
て
審
議

ム、

瓜
の
議
を
経
て
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
計
画
の
構
成

は
第
一
部
か
ら
第
三
部
の
三
部

門
に
大
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
第
一
部
　
基
本
構

想
は
、
昭
和
六
〇
年
を
目
標
年

次
と
す
る
長
期
的
展
望
に
立
っ

て
、
松
代
町
の
存
立
し
て
い
る

地
域
社
ム
、
瓜
に
つ
い
て
の
現
状
の

認
識
及
び
将
来
へ
の
見
透
し
を

基
礎
と
し
ま
し
て
、
振
興
発
展

の
将
来
図
及
び
こ
れ
を
具
現
す

る
た
め
に
必
要
な
施
策
の
大
綱

を
定
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
第
二
部
は
、
こ
の
基
本
構
想

に
基
い
て
、
五
年
間
の
各
部
門

ご
と
の
施
策
手
段
を
組
織
化
、

体
系
化
し
て
総
括
的
事
業
内
容

及
び
財
政
計
画
を
示
す
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
第
三
部
は
、
基
本
計
画
を
う

け
て
、
現
実
の
市
町
村
行
財
政

の
中
で
具
体
的
な
実
施
計
画
を

示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

晒
驕
飴
定
数
の
改
正
．

議
員
定
数

22
名
と
な
る
、

　
昭
和
四
五
年
国
勢
調
査
の
結

果
の
公
表
は
、
本
年
三
月
以
降

に
な
る
旨
の
県
か
ら
の
連
絡
で

あ
り
、
松
代
町
の
人
口
は
一
万

人
を
下
っ
た
の
で
、
議
員
定
数

は
二
十
二
名
と
な
る
の
で
あ
る

が
、
国
勢
調
査
人
口
の
公
表
が

な
さ
れ
な
い
間
は
、
条
例
を
設

け
れ
ば
昭
和
四
十
六
年
二
月
一

日
現
在
官
報
に
公
示
さ
れ
て
い

る
人
口
（
昭
和
四
十
年
国
調
人

口
）
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る

旨
の
特
例
が
施
行
さ
れ
て
い
る

が
、
松
代
町
の
人
口
の
推
移
等

を
考
慮
し
、
現
在
二
十
六
人
の

定
数
を
四
人
減
数
し
て
二
十
二

人
に
す
る
こ
と
に
減
数
条
例
を

可
決
し
た
。

　
松
代
町
の
職
員
の
定
数
は
現

在
町
長
の
事
務
部
局
職
員
、
農

業
委
員
会
事
務
部
局
職
員
、
教

育
委
員
会
の
事
務
部
局
職
員
（

各
学
校
職
員
を
含
む
）
、
議
会

事
務
部
局
職
員
等
合
計
で
一
〇

一
名
の
定
数
と
な
っ
て
い
る
が

こ
の
た
び
新
年
度
に
お
い
て
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

運
転
手
、
栄
養
士
、
総
合
セ
ン

タ
ー
、
保
育
所
職
員
等
計
八
名

増
員
し
て
合
計
一
〇
九
名
と
す

る
定
数
条
例
の
一
部
改
正
が
三

月
十
一
日
可
決
さ
れ
た
。
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（
議
決
順
）

報
告
一
号
　
松
代
中
学
校
統
合

　
促
進
特
別
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

議
第
一
号
　
昭
和
四
五
年
度
一

　
般
会
計
歳
入
歳
出
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
三
〇
号
　
災
害
復
旧
事
業

　
負
担
金
の
減
免
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
二
号
　
昭
和
四
十
五
年
度

　
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
事

　
業
歳
入
歳
出
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
三
号
　
教
育
委
員
会
委
員

　
の
任
命
に
つ
い
て
　
　
同
意

議
第
四
号
　
固
定
資
産
評
価
審

　
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
意

議
第
五
号
　
新
潟
県
交
通
災
害

　
共
済
組
合
を
組
織
す
る
地
方

　
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び

　
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
六
号
　
松
代
町
職
員
の
特

　
種
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
七
号
　
町
道
の
廃
止
及
び

　
認
定
に
つ
い
て
　
　
　
議
決

議
第
八
号
　
松
代
小
学
校
池
尻

　
分
校
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
九
号
　
松
代
町
立
学
校
設

　
置
条
例
の
一
部
改
正
に
っ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
一
〇
号
　
松
代
町
民
プ
ー

　
ル
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
議
決

議
第
コ
号
　
東
頸
城
ご
み
処

　
理
施
設
組
合
の
設
立
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
一
二
号
　
ご
み
処
理
施
設

　
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ

　
い
で
　
　
　
　
　
　
　
選
任

議
第
コ
ニ
号
　
松
代
町
総
合
計

　
画
基
本
構
想
の
議
決
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
一
四
号
　
米
生
産
調
整
推

　
進
協
議
会
設
置
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
議
決

議
第
一
五
号
　
松
代
町
議
会
の

　
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
正
に
っ
い
て
　
　
　
　
議
決

議
第
一
六
号
　
松
代
町
特
別
職

　
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

　
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
っ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
一
七
号
　
松
代
町
特
別
職

　
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
一
八
号
　
松
代
町
教
育
委

　
員
会
教
育
長
の
給
与
及
び
勤

　
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
改
正
に
つ
い
て
　
　
議
決

議
第
一
九
号
　
松
代
町
職
員
の

　
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
議
決

議
第
二
〇
号
　
松
代
町
奨
学
金

　
貸
与
条
例
の
一
部
改
正
に
づ

　
い
て
　
　
，
、
　
．
　
議
決

議
第
一
二
号
　
松
代
町
営
住
宅

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
二
二
号
　
松
代
町
立
教
員

　
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
二
三
号
　
松
代
町
土
木
事

　
業
費
負
担
金
条
例
を
廃
止
す

　
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
二
四
号
　
証
人
等
の
実
費

　
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
改
正
に
つ
い
て
　
　
議
決

議
第
二
五
号
　
松
代
町
農
業
共

　
済
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
二
六
号
　
農
業
共
済
賦
課

　
額
及
び
賦
課
単
価
の
決
定
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
二
七
号
　
松
代
町
議
会
議

　
員
の
定
数
を
減
少
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て
　
　
議
決

議
第
二
八
号
　
松
代
町
職
員
の

　
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
二
九
号
　
土
地
改
良
事
業

　
の
実
施
に
つ
い
て
　
　
議
決

議
第
三
一
号
　
松
代
町
国
民
健

　
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
議
決

議
第
三
二
号
　
昭
和
四
六
年
度

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
決

議
第
三
三
号
　
昭
和
四
六
年
度

　
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
事

　
業
歳
入
歳
出
予
算
　
　
議
決

議
第
三
四
号
　
昭
和
四
六
年
度

　
特
別
会
計
簡
易
水
道
事
業
歳

　
入
歳
出
予
算
　
　
　
議
決

議
第
三
五
号
　
昭
和
四
六
年
度

　
特
別
会
計
農
業
共
済
事
業
歳

　
入
歳
出
予
算
　
　
　
　
議
決

議
第
三
六
号
　
松
代
町
建
設
機

　
械
施
設
特
別
会
計
設
置
条
例

　
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
議
決

議
第
三
七
号
　
松
代
町
固
定
資

　
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
議
決

葬
祭
費
を
増
額

　
三
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

松
代
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
、
被
保

険
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ

の
者
の
葬
祭
を
行
う
も
の
に
対

し
、
葬
祭
費
が
従
来
三
千
円
で

あ
る
も
の
を
五
千
円
に
改
正
さ

れ
た
。

町
の
奨
学
金

　
本
年
度
か
ら
貸
与

　
に
改
正

　
松
代
町
奨
学
金
は
、
昭
和
三

十
九
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
も
の

で
、
昨
年
ま
で
は
、
奨
学
金
は

返
還
の
必
要
な
く
支
給
し
て
い

た
が
、
昭
和
四
十
六
年
度
入
学

者
か
ら
貸
付
け
る
こ
と
に
改
正

さ
れ
、
奨
学
金
の
額
も
一
人
月

額
一
万
円
以
内
に
改
め
、
奨
学

金
の
返
還
に
つ
い
て
は
貸
与
終

了
の
翌
月
か
ら
一
年
を
経
過
後

一
〇
年
以
内
に
年
賦
を
も
っ
て

償
還
す
る
こ
と
と
し
、
奨
学
金

は
無
利
息
で
あ
る
。
　
（
松
代
町

奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
改
正

三
月
十
一
日
議
決
）
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こ
う
い
う
方
は
い
ら
っ
し
や
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
…
気
軽
に
ご
相
談
を
…

　
役
所
の
仕
事
に
っ
い
て
、
不
親
切
だ
。
納
得
で
き
な
い
。

こ
う
す
れ
ば
良
い
。
と
か
、
人
権
、
住
宅
、
家
庭
、
金
銭
、

土
地
家
屋
、
農
事
、
民
事
、
刑
事
、
等
で
お
困
り
の
方
や
、

ご
意
見
の
あ
る
方
は
相
談
委
員
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。
ご
安
心
の
上
お
出
下
さ
い
。

　
相
談
日
は
毎
月
十
五
日
で
す
。
緊
急
の
場
合
は
い
つ
で
も

受
付
ま
す
。

　
　
行
政
人
権
相
談
委
員

　
　
　
　
　
　
松
代
　
少
林
寺
　
　
佐
　
藤
　
秀
　
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
松
代
四
四
番
）
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